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研究成果の概要（和文）：弓部大動脈瘤において術後脳梗塞は重要な合併症である。大腿動脈送血に伴う下行大
動脈のプラーク散布が原因の一つである。下行大動脈のプラークに対するバイオマーカーがあれば脳梗塞回避に
有用である。シスタチンCは腎機能障害の指標であるが、動脈硬化との関連性が報告されている。我々は血清シ
スタチンC値が大動脈プラークのバイオマーカーになり得るか検討した。その結果、シスタチンC値は下行大動脈
のソフトプラーク量と正の相関関係を認めた。また、腎機能は正常であるがシスタチンCが高値の症例ではソフ
トプラーク量が多かった。弓部大動脈瘤において術前シスタチンC値は大動脈プラークのバイオマーカーとなる
ことが示された。

研究成果の概要（英文）：During surgery for aortic arch aneurysm, aortic plaque in the descending 
aorta should be evaluated. Surgeons should be aware of cerebral embolism due to retrograde femoral 
perfusion. Cystatin C is known to be a useful marker of renal dysfunction with a role as biomarkers 
for severity of coronary artery disease. In the absence of a suitable biomarker for aortic plaque in
 the descending aorta, we examine cystatin C as a candidate.　Enrolled were 75 patients that 
underwent surgery for aortic arch aneurysm. Serum cystatin C value was evaluated preoperatively. 
Aortic plaque volume was calculated from preoperative enhanced computed tomography. Cystatin C 
positively correlated with soft plaque volume. In patients without chronic kidney disease, the soft 
plaque volume was higher in patients with higher cystatin C levels than in patients with normal 
levels.Preoperative serum cystatin C level could be a biomarker of aortic plaque in the descending 
aorta in patients with aortic arch aneurysm. 

研究分野：心臓血管外科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、大動脈プラークに対するバイオマーカーに関しては十分な検討がされていなかった。しかし、本研究によ
り弓部大動脈瘤症例においてシスタチンC値が下行大動脈のプラークのバイオマーカーとなることが明らかとな
った。これにより、弓部大動脈瘤症例において術前シスタチンC値が高値である症例では下行大動脈のソフトプ
ラーク量が多いと予測され、かかる症例では大腿動脈送血を回避することで下行大動脈のソフトプラーク散布に
よる逆行性脳塞栓を未然に防止することができるのではないかと考えられる。本研究の成果は弓部大動脈瘤術後
の脳合併症の新たな予防対策の一つとして寄与すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
弓部大動脈瘤の術後管理において脳梗塞は今なお問題である。その一つとして体外循環時の大
腿動脈送血に伴う粥状硬化の散布に伴う脳塞栓がある。下行大動脈の粥状硬化に関するバイオ
マーカーがあれば周術期に管理に寄与するが現在のところ十分検討されていない。シスタチン C
は腎機能障害の指標として近年有用視されている。また、シスタチン Cはプロテアーゼインヒビ
ターの一つとして冠動脈疾患の重症度や頸動脈狭窄の重症度を表すとされている。しかし、シス
タチン Cと大動脈プラークの関係は未だに不明である。 
２．研究の目的 
弓部大動脈瘤手術症例においてシスタチン C が下行大動脈における大動脈プラークのバイオマ
ーカーとなり得るかを検討する。 
３．研究の方法 
弓部大動脈瘤手術症例 75 例を対象とした。術前採血よりシスタチン C、クレアチニン、総コ
レステロール、トリグリセリド、LDL コレステロール、HDL コレステロールを測定した。術前に
造影 CT による血管造影を行い左鎖骨下動脈分岐部から腹腔動脈分岐部までの下行大動脈のプラ
ークの測定を行った。大動脈プラークの測定は Aquarius iNtuition Viewer(TeraRecon)を用い
た。Hounsfield 値により soft plaque, intermediate plaque , hard plaque を設定し、その体
積を測定した。Total aortic plaque は soft, intermediate, hard plaque の総和とした。下行
大動脈における各成分の体積を総体積で除した値を plaque volume ratio と定義した。 
75 例を CKD(chronic kidney disease: estimated glomerular filtration<60)群と非 CKD 群
（eGFR>60）にわけて検討した。 
４．研究成果 
① CKD 群と非 CKD 群で比較したところ soft 
plaque volume ratio は CKD 群で有意に高値で
あった（表 1）。 

② シスタチン C は全症例において total aortic 
plaque volume ratio、soft plaque volume 
ratio、hard plaque volume ratio と有意な相
関関係を認めた。また、CKD 群、非 CKD 群共に
soft plaque volume ratio とシスタチン Cは
有意な相関関係を認めた。非 CKD 群においてシ
スタチン C は total aortic plaque volume 
ratio と有意な相関関係を認めた(表 2)。 

③ クレアチニンは全症例において total aortic 
plaque volume ratio、soft plaque volume 
ratio と有意な相関関係を認めたが、CKD 群と
非 CKD 群に分けて検討したところいずれの
plaque volume ratio とも有意な相関関係を認
めなかった(表 3)。 

④ 非 CKD 群の内、シスタチン Cが高値（>0.95）を
示すグループ（A）とシスタチン C が正常値
（<0.95）を示すグループ（B）に分けて検討し
た(図 1)。グループ B において soft plaque 
volume が有意に高値であった（表 4）。 

⑤ シスタチン Cは冠動脈疾患、頚動脈狭窄との関
連性が指摘されており、シスタチン Cと大動脈
プラークの相関関係を検討するうえで冠動脈
疾患と頸動脈狭窄合併の影響を調整するため
に、これらを除外した 47 例で同様の検討を行
った。その結果、シスタチン Cは soft plaque 
volume ratio と有意な相関関係を示した。一
方、クレアチニンはいずれの plaque volume 
ratio 有意なとも有意な相関関係を認めなかっ
た。また、非 CKD 群においてグループ Bでは有
意に soft plaque volume ratio が高値であっ
た 

⑥ 考察:弓部大動脈瘤症例において術前シスタチ
ン Cは下行大動脈の soft plaque の体積と相関
関係を認め、バイオマーカーとなり得ることが
示された。シスタチン C値が大動脈プラーク量
と相関する機序として、本研究からは①腎機能
障害を反映した結果と②シスタチンCのエラス
ターゼインヒビターとしての直接的効果の両
方が考えられる。本研究の臨床的意義として、



弓部大動脈瘤手術症例において術前シスタチンCが高値の症例は下行大動脈のsoft plaque
が多いため、大腿動脈からの逆行性送血を回避するなど、soft plaque による脳梗塞回避を
念頭に置いた治療戦略を建てることが肝要である。 
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